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高橋の鯉のぼり
震災で中止になる予定のこいのぼりでしたが、
護岸工事の影響にもかかわらず、規模を縮小
して今年も泳いでます。合言葉は「がんばる
ばい、くまもと」です。	 （古川猛士）

表紙のことば
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　今年は明治150年として、各地で様々なイベントが予定されていま

す。新たな時代への変革に思いをよせて、現在でもいろいろな場面で、

「維新」という言葉が多用されています。また、今年は平成も30年と

区切りの年です。ちょうど１年後には、天皇の退位に伴い新しい元号

になっていることでしょう。

　本会も、もうすぐ90周年を迎えます。昭和に始まり平成まで、多く

の諸先輩方により本会は発展を続けてきました。長い歴史の中では戦

争や熊本地震など様々な障害もありました。さらに、法人改革などの

法的対応を必要とする場面も多々ありました。しかし、いかなる時に

おいてもそのときの執行部と会員の協力で乗り切って来ています。

　現執行部は、昨年７月に発足しました。宮本会長を中心として、５

年前に引き継いでから、会員種別変更や会費均等割一本化、さらには

支部割りの変更など、様々なことがらを行ってきました。これらもい

ままでの諸先輩方の思われていたことと同じように、いかに会員へ最

良のサービスを提供できるか、継続的に本会が発展できるかを考えて

の改正と考えています。総会員数は、宮本執行部発足時期の平成25年

４月末で384名、約５年後の平成30年３月末で405名と約20名の会員増

となっています。５年間で50名の入会があります。そのうち第１種会

員は、約30名（第２種17名）入会していますが、308名から323名と15名

の増加にすぎません。これは、終身会員への種別変更によるものによ

ります。第１種会員から終身会員への種別変更は、これから加速度的

に増えていきます。現状の会費制度では、本会収入のほとんどが第１

種会員の会費に依存する状態になっており、第１種会員の会員数維持

は、重要な課題であると考えています。今まで、事業費・管理費の支

出削減を限りなく進め、無駄のない事業遂行を心がけてきました。こ

れからは、会費や終身会員年齢の見直しも必要ですが、点数改正によ

り継続的な施設基準対応が必要になることを機会にして、新規入会を

さらにすすめていきたいと考えます。未来にむけて、本会が継続的に

発展するために、会員の先生方のさらなる御指導・御協力をよろしく

お願いします。

新
た
な
時
代
に
向
け
て

髙松　尚史 専務理事

巻 頭 言
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　「歯科衛生士を求人する
が、なかなか採用できな
い」と言う話を少し前から
よく耳にします。私自身の
診療所も求人を始めて２年
目で、やっと新卒を採用す

ることができましたが、それには採用条件の大
幅な見直しを余儀なくされました。
　学校の方に目を向けてみますと、今年度は衛
生士学院の方は定員を上回る入学がありました
が、中島学園の歯科衛生士科は定員50名に対し
て入学者が29名と言う状況でした。３年間の間
には辞退者も数名いるという事なので、ただで
さえ衛生士不足が叫ばれる中で、卒業生がさら
に減少して行きますと益々採用が難しいという
状況に陥ってしまいます。
　一方、今回、点数改正が行われましたが、歯
科衛生士の重要度が今まで以上に高まっている
内容となっております。
　少子高齢化社会に突入し、歯科に限らず今は
売り手市場で、就職する側、特に若い人達は潤
沢に仕事を選ぶ事ができます。ライバルは歯科
医院同士ではなく、他業種となっています。先
生方は、他業種の求人内容を見られた事がある
でしょうか？その中で、歯科を選んでもらうに
はどうしたらよいかを今のうちに真剣に考えな
いと、業界全体が厳しい局面に陥ってしまう事
を危惧しております。先ずは我々歯科医師が過
去にとらわれず、時代の流れをしっかりと読み
取って、先手を打って迅速に対応して行かなけ
ればいけません。気付いたら身動きが取れなく
なっている「ゆでガエル」状態にならないよう
に気をつけましょう。
　また、中島学園の歯科技工士科の方も、今年
度は定員35名に対して入学者が17名と過去最

低となっております。2000年には全国で77校、
2922名の入学者がありましたが、2017年には52
校、927名の入学者と激減しております。しか
も、５年以内で約70％の人が離職しております。
また、熊本では学生の約半数が女性となってお
りますので衛生士同様、どうしても結婚、出
産、子育てと言ったものが降りかかって来ます
ので、リタイヤ、もしくは一時的な離職を余儀
なくされます。この状況を目にして、皆さんは
どのような感想を持たれるでしょうか？ CAD/
CAM等の登場により技工士不要論も聞かれる
事もありますが、現状を考えるとまだまだ遠い
未来の話で、現実は技工士さんにお願いしない
と昔の先生方のように診療後、夜なべをして技
工をしないといけなくなります。バブルの時代
に、資格を取りながら技工士にならなかった方
や転職された方が多かったので、一番油の乗っ
ている世代の技工士さんが特に不足しておりま
す。５年後、10年後に安定して技工をお願いで
きる所がいくつあるのか、不安になります。冗
談ではなく、技工士さんが歯科医師を選ぶ時代
が来るかもしれません。私は数年前まで技工士
科で教えていました。また、当会の専務も衛生
士科で教えていますが、学生に対して繰り返し
言ってきたことは「資格を取りなさい」「辞め
ずに続けなさい」の２点です。
　その他、受付事務や歯科助手の成り手も極端
に少なくなっておりますので、チーム医療とし
ての歯科医療が人材不足でやり辛くなって来て
います。昨年、政府の骨太の方針に歯科が取り
入れられて、せっかく追い風が少し吹き始めて
いますので、歯科を盛り上げる絶好の機会です。
そのためにも、コ・デンタルスタッフをしっか
り確保して行かなければいけません。今後、市
歯会としてもポスター掲示等のお願いをして行
こうと考えておりますので、歯科業界を盛り上
げて行くためにも積極的なご協力をよろしくお
願いいたします。

会長指針
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新年度の予算及び事業計画承認される
平成29年度　一般社団法人熊本市歯科医師会　通常総会

３月29日（木）19時30分より、県歯会館３階市会
議室にて、一般社団法人熊本市歯科医師会通常
総会が開催された。

１） 開会　
　　小野秀樹常務理事

２） 議長及び副議長選出
　　議長　　片山晃紀先生
　　副議長　齊藤忠継先生

３） 議事録署名人選出
　　藤波好文先生
　　林　昭宏先生

４） 物故会員に対する黙祷
　　出口久男先生
　　武久省二先生

５） 会長挨拶 
　会員の先生方こんばんは。昨日は皆さま遅く
まで点数改正説明会へのご参加お疲れさまでし
た。そのせいもあってか今回は少し少なめの出
席となっておりますが、どうぞ宜しくお願い致

します。昨年７月に現執行部となってから、初
めての総会となります。
　昨年から政府の骨太の方針の中に歯科が入っ
たということで、歯科界には追い風が吹いてい
ると言われています。是非その追い風を逃さな
いようにしたいと思っているのですが、今現在
一番問題になっているのは衛生士、技工士と
いったデンタルスタッフの不足です。衛生士学
院のほうは定員を上回る入学があったのです
が、中島学園の方では衛生士科、技工士科とも
に大幅に定員割れしているという状況です。深
刻な衛生士不足に関しては、今後歯科医師会と
しても何らかのアプローチをしていこうと考え

会員の先生方より今後も意見を頂きたい

歯科界には追い風が吹いています
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ておりますので、その際には是非ご協力をお願
い致します。
　今回は年度末の総会ということで、会計に関
する報告事項が多いかと思いますが、後の協議
では会費の問題についてもお話をさせて頂こう
と考えております。どうぞ後ほどの協議では宜
しくお願い致します。

６） 来賓挨拶　浦田県歯会長　
　皆さまこんばんは。満開の桜も散り始め、昼
は暖かく夜は底冷えするような季節になってき
ました。会員の先生方にはどうぞ体調をお崩し
にならないようにお願い致します。
　昨日は本当に点数改正説明会へのご参加、お
疲れさまでした。今回の改正は施設基準等を含
め、様々な問題もありますが、連携という合言
葉で点数の改正にはいろいろと反映しておりま
すし、益々歯科医師会に入会しているというス
ケールメリットがあるのではないかと思いま
す。施設基準にしましても、歯科医師会を中心
にして研修会ができますし、各団体との連携も
あります。一人でも多くの会員を増やすことが
できればと思います。宮本会長のお話にもあり
ましたが、歯科衛生士不足に関しては、歯科医
院推薦枠や郡市歯科医師会推薦枠としての受け
入れ、認定職業訓練所として社会人の入学を促
すこと、また補助金についても検討中です。本
日は平成30年度の予算も決められるということ
で、スムーズに会が進行することを祈りまして、
私からの挨拶とさせて頂きます。本日は総会お
めでとうございます。

７） 報告
　１－１） 会務報告　髙松尚史専務理事
　１－２） 庶務報告　渡辺　洋常務理事
　１－３） 会計現況報告　小野秀樹常務理事
　１－４） 監査報告　蔵田幸一監事
   ２） 理事会決定事項報告　髙松尚史専務理事
　３） 審議員会報告　秋山　清審議員会議長

　審議員会の報告を致します。３月22日木曜日
午後７時半より、同会議室にて審議員19名中18
人の参加により開催されました。事業計画のヤ
ングクラブについての質問、水道光熱費の問題、
会費値上げの件が検討されました。今後の問題
として、先日行なわれた点数改正説明会に対し
て、社保委員会の先生方で対応するということ、
放射線漏洩検査において、従来の測定法に加え
て専門の業者にも委託するという案が話し合わ
れました。これらの件に関しましては後ほどま
た説明があるかと思います。

８） 議事
　第１号議案　 平成30年度熊本市歯科医師会事

業計画案の承認を求むる件
　第２号議案　 平成30年度熊本市歯科医師会一

般会計予算案の承認を求むる件
　第３号議案　 平成30年度熊本市歯科医師会収

益事業会計予算案の承認を求む
る件

　第４号議案　 平成30年度熊本市歯科医師弔慰
金制度会計予算案の承認を求む
る件歯科衛生士不足に対処中

秋山審議員会議長による審議員会報告
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　第５号議案　 一般社団法人熊本市歯科医師会
定款の一部改正（案）の承認を求
むる件

　第１号議案から第５号議案まですべて可決承
認された。

９） 協議
１．会費の変更について
　執行部により第一種会員の減少、終身会員の
増加に伴い、今後赤字の収支差額になることが
示された。今後会費の増額を検討していること
が、多くの資料によるシミュレーションを元に
説明された。会員からは、増額の金額、終身会
員について、また適正な人件費について等の質
問があった。その後執行部からそれに応える形
で詳しく解説があり、今後もいろいろと会員の

先生方よりご質問を頂きたいとのことであっ
た。

10） 閉会
　 渡辺副会長

　（広報　境　大助）

会費の値上げについて説明

世界のことわざから

奇
き

貨
か

居
お

くべし

　珍しい品物は買っておけば、あとで大きな利益をあげる材料になるだろう。得がたい好機を
逃さず利用しなければならない意にいう。

無いが意見の総じまい

　放蕩にふけっている者に何度やめるように言っても効果がないが、財産を使い果たして遊ぶ
金が無くなれば、自然に放蕩が止む。つまり、金が無くなることが最終的な意見になるという
こと。

六日の菖
あやめ

蒲、十日の菊

　六日の菖蒲十日の菊とは、時機に遅れて役に立たないことのたとえ。
　菖蒲は五月五日の端午の節句に用いるもので、五月六日では間に合わない。
　また、菊は九月九日の重陽の節句に用いるもので、九月十日では間に合わないことから。
　「菖蒲」は「しょうぶ」とも読む。
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将来を見据えて会費の変更を
平成29年度　一般社団法人熊本市歯科医師会　審議員会

　３月22日（木）19時30分より、県歯会館３階市

会議室にて、平成29年度一般社団法人熊本市歯

科医師会審議員会が開催された。

１．点呼　渡辺　洋常務理事

２．開会　渡辺　洋常務理事

３．議長及び副議長選出

　　議長　　中央区第１支部　秋山　清先生

　　副議長　南区第２支部　　松田　惠先生

４．議事録署名人選出
　　中央区第３支部　吉崎久次先生

　　東区第１支部　　堀田浩久先生

５．物故会員に対する黙祷

　　東部２支部　出口久男先生

　　　　　　　　平成29年６月22日御逝去

　　西区支部　　武久省二先生

　　　　　　　　平成29年12月７日御逝去

６．会長挨拶　宮本格尚会長

【要旨】

　みなさんこんばんは。年度末のお忙しい中お

集まりいただきありがとうございます。昨年の

７月に現執行部に変わりましてから第１回目の

審議員会になります。初めて審議員になられた

先生も本日出席されていますので、本会につい

て少し説明を加えておきます。総会が最高の議

決になりますが、議案に対して幅広くご意見を

頂きたいということで審議員会が存在します。

２年間の任期がありますので、本日を含めまし

て３月と６月の計４回開かれます。出席のほど

よろしくお願い致します。各支部の盛り上がりを期待します

審議員の皆様より幅広くご意見を頂きたい
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　また、本日は審議員として各支部長の先生方
にもお越しいただいています。支部も昨年の７
月に新支部に移行いたしまして、新支部長の先
生方にはご迷惑とご苦労をおかけしていると思
います。各支部まだまだ盛り上がらないところ
があるかと思いますが、支部が盛り上がらない
と歯科医師会も盛り上がらないと思います。で
すので、我々執行部も協力できることは精一杯
していきたいと思っていますので引き続き御協
力をよろしくお願いいたします。
　３月の審議員会は会計に関することが中心と
なりますが、御審議のほどよろしくお願い致し
ます。

７．報告

　１－１） 会務報告　髙松尚史専務理事
　１－２） 庶務報告　渡辺　洋常務理事
　１－３） 会計現況報告　小野秀樹常務理事

　１－４） 監査報告　古川猛士監事
　２） 理事会決議事項報告　髙松尚史専務理事
　　・ 定款の中で規則と名前がついているとこ

ろは総会で可決いただいて、規定という
ところは理事会で決議して総会で報告す
る。

　　・ 会員のマイナンバーの取り扱いについて
以上説明があった。

８．審議事項

　１） 平成30年度熊本市歯科医師会事業計画案

について

　　Ｑ： 若い会員で返戻を出さなかったり、再

審査請求をしない先生がいるみたいな

ので勿体無いと思います。社保委員会

などで指導をしていただけたらと思い

ます。

（北区第２支部谷口守昭先生）

　　Ａ： いろいろな機会で周知していきたいと

思います。（執行部）

　２） 平成30年度熊本市歯科医師会一般会計予

算案について

　３） 平成30年度熊本市歯科医師会収益事業会

計予算案について

　４） 平成30年度熊本市歯科医師弔慰金制度会

計予算案について

　５） 一般社団法人熊本市歯科医師会定款の一

部改正（案）について

９．協議

　１） 会費の変更について

　　　今後、終身会員の増加等に伴い第１種会

員の減少が予測されます。それに伴い会費

収入も減っていき、平成30年度には収支が

田ノ上審議員
マイナス支出について質問

谷口審議員
社保委員会の指導を要望します
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赤字になりそうです。委員会支出なども抑

えてなるべく支出を抑えるようにしてきまし

たが、これにも限界が来ています。それで、

正会員（終身Ｂ・Ｄ、第１種）と準会員（５

種）の月会費を1,500円上げることを検討し

ています。

　２） 衛生士不足の問題について

　　　今年の学院の新入生は定員をオーバーし

ましたが、中島学園は大幅に定員割れをし

てしまいました。衛生士不足を解消するた

めには、ポスター貼り等、会員の皆様の協

力が必要ですので御協力お願い致します。

　３） 在宅診療について

　　　４月の点数改正により、さらに在宅診療

が重要になってきます。

西野審議員
会費を所得割に戻せないのですか

　　会員の皆様が在宅診療を導入しやすくする

ために、研修会を企画する予定です。

　４）放射線漏洩測定について

　　　歯科医師会からの無料測定器貸し出しは

続けていきますが、今後保健所の基準が厳

しくなる可能性があると言うことを業者の

方から聞きました。その業者は有料ですが、

測定し書類も作成してくれるそうです。会

員には割引もあるそうです。改めて書面で

お知らせしますので、興味のある方は確認

してください。

10．閉会

　田中弥興副会長

（広報　飯田 誠治）

衛生士不足には会員の協力も必要です
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　歯科口腔外科は、一般歯科では困難な抜歯や
全身麻酔、入院加療が必要な口腔腫瘍、口腔領
域の感染症、顎骨骨折などの口腔外科疾患を中
心に診療を行っています。
　今回は、本年より当科に導入しました口腔内
蛍光観察装置VELscope®Vx（ベルスコープ）を
用いた診査、手術への応用についてご紹介させ
ていただきます。VELscope®は、1990年代半
ばより肺、子宮頚管部、口腔内の蛍光観察の実
用化を目的に研究開発がスタートし、2006年北
米で初めて市場導入されました。主に、口腔粘
膜の異常、前癌病変及び口腔がんを発見する手
段の一つとして海外で多く利用されています。
当科では、通常の外来診療において、前癌病変、
悪性病変の変化、範囲を評価するために使用し
ています。また手術に際しては、舌、頬粘膜な
どの粘膜病変の切除範囲を決定する際に、参考
にしています。さらには、いままで手術範囲の
決定に苦慮していた顎骨骨髄炎の治療に応用し
ています。顎骨骨髄炎において、抗菌薬治療に
不応なケースは、手術療法を選択されることが
多いのですが、骨髄炎の特徴として疾患の範囲
がはっきりせず、手術を行っても、再発するケー
スなどがあり、難治性の経過をたどるケースが
少なくありません。しかし、近年、骨蛍光標識
に使用されるテトラサイクリン系の抗菌薬であ
るミノマイシンの性質を利用し、骨髄炎の手術
に利用する報告が見られ始めました。
　ミノマイシンを１ヵ月以上内服した状態で、
手術に臨み、手術部位をVELscope®Vxで確認
しながら、リアルタイムで切除・掻爬範囲を

歯科口腔外科の最新機材

清宮　弘康　　中島　　健　

決定することができます。当科でも最近増加
してきた薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）におけ
る全身麻酔下の手術において、実際に術者が
VELscope®Vxを通して、切除掻爬範囲を決定
し、手術をしています。術者の経験値、臨床の
勘に頼っていた手術が、客観的かつリアルタイ
ムに行うことができるようになりました。まだ
症例数も少なく、今後も引き続き検討が必要で
はありますが、非常に有益なツールであると考
えています。

VELscopeR Vx像　掻爬後　
※黒い部分が白く発色するまで掻爬

下顎骨髄炎口腔内写真

VELscopeRVx像　掻爬前　
※黒い部分が骨髄炎

※熊本市歯科医師会ＨＰ掲載中
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医歯連携セミナー

食道疾患に対する外科的治療

　２月15日（木）20時より、国立病院機構熊本

医療センター２階の地域医療研修センターにお

いて、医歯連携セミナーが開催された。今回は、

「食道疾患の外科的治療」という演題で、国立

病院機構熊本医療センター外科部長の宮成信友

先生の講演が行われた。先生は、手術症例も多

く第一線で活躍されているとの事で、御多忙の

中講演をしていただいた。座長は、熊本県歯科

医師会学術担当理事の井上裕邦先生が務めら

れ、講演会が始まった。

　外科的治療の対象となる食道疾患には、①食

道異物　②食道アカラシア　③食道裂孔ヘルニ

ア（≠胃食道逆流症）　④突発性食道破裂　⑤食

道腫瘍（粘膜下腫瘍、癌）などがり、それぞれに

ついて症例を交えながら解説があった。最初に、

食道の異物摘出の適応について話があった。そ

れには、緊急性がある場合と無い場合があり、

パーシャルデンチャーは「消化管壁を損傷する

可能性がある形状が鋭利な異物」であり、緊急

性がある場合に分類される。その他に、針、Ｐ

ＴＰ包装した薬剤、魚骨、爪楊枝、大きな異物

や毒性のある異物（乾電池、ボタン電池など）な

どが緊急を要するとの事であった。異物摘出に

関して、可能であれば、なるべく内視鏡で行う

が、外科的に摘出するのも少なく無いとの事で

あった。

外科的（頚部切開）に摘出する場合の適応は、

　１） 食道壁に深く刺入している場合

　２） 食道膿瘍、食道穿孔、縦隔洞炎、気管浮

腫などを併発している場合

　３） 異物摘出が困難な場合

である。

　次に、熊本医療センターにおける有鈎義歯誤

飲症例の提示が行われた。経験した症例は、い

ずれも高齢で、認知症や精神疾患を有しており、

本人への問診は困難であり、義歯が紛失してい

る場合は誤飲を念頭に入れる必要がある。高齢

化社会の進行に伴い義歯をはじめとする異物誤

飲症例は、増加するものと思われ早期の診断と

適切な対応が必要との事であった。次に、他の

異物として、鶏骨や魚骨の誤飲症例が示された。

特に、誤飲した魚骨が、腹腔内実質臓器（脾臓、

肝臓）へ穿通した症例は衝撃的であった。

　次に、食道アカラシアという疾患について説

明があった。これは、下部食道噴門部の弛緩不

全による食事の通過障害や食道の異常拡張など

が見られる機能的疾患の事で、原因は自律神経

の異常によるものと考えられている。治療は、

腹腔鏡下による手術療法が主流との事であっ

た。次に食道裂孔ヘルニア（≠胃食道逆流症）と

は、胃の一部が横隔膜の上に滑り出す疾患で、

症状が強い場合や若年発症の場合などは噴門形

成術による手術療法が行われる。次に突発性食

座長の（県歯学術担当理事の）井上裕邦先生
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道破裂について、原因は大食や大量飲酒後の激

しい嘔吐の事が多い、また、まれな疾患であり

早期の診断が困難との事であった。

　次に、食道腫瘍（粘膜下腫瘍、癌）について説

明があった。食道上皮性悪性腫瘍の組織型では、

扁平上皮癌が大部分を占め、その他に腺癌・腺

様嚢胞癌・類基底細胞癌等がある。また食道は、

細長い組織であり発生部位によって、頸部・胸

部上部・胸部中部・胸部下部・腹部胸部下部と

分けられ、それぞれ手術法が異なるのが特徴と

の事であった。治療は、手術療法・化学療法・

放射線治療・放射線化学療法（CRT）などがあ

り、検査や術中写真等を交えて説明があった。

治療において大切なのは診断であり、その診断

に合った治療法を選択する必要がある。また、

さらなる治療成績の向上には、早期発見はもち

ろん新規薬剤や新たな併用療法の開発が必要で

あるとの事であった。

　最後に質疑応答が行われ、異物を内視鏡で取

る場合の質問があった。引っ掛からない物であ

れば取る必要はない。しかし取る必要がある場

合は、小腸に入る前に取らなければいけないと

の事であった。その他、食道癌についての質問

があり、講演会は終了となった。今回は、食道

という比較的口腔と近接した臓器の講演であっ

たため、大変興味深い内容であった。

（医療管理　片山 晃紀）

食道がんについてお尋ねします

世界のジョーク

国民別ジョーク

１．刑務所に 100 人囚人がいたら
　アメリカ人だったら　　暴動を起こす
　フランス人だったら　　自由をよこせとデモを起こす
　イギリス人だったら　　トンネルを掘って大脱走をする
　日本人だったら　　　　給食当番を作り、次に掃除当番を作り、最後に株式会社を作る

２．ある富豪がみどり色のキリンを求めました。
　アメリカ人だったら　　世界各国に私設軍隊を派遣してキリンを探す
　イギリス人だったら　　議会でとことん討論する
　ドイツ人だったら　　　文献で探しまくる
　日本人だったら　　　　遺伝子操作で挑戦する
　中国人だったら　　　　みどり色のペンキを買いに走る
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　２月24日（土）18時30分より国立病院機構熊本

医療センターにて平成29年度第２回国立病院機

構熊本医療センター開放型連絡会が開催され

た。開会に当たり、まず国立病院機構熊本医療

センター高橋毅病院長により病院の現状の報告

があった。365日24時間断らない救急医療につ

いて報告があり、最後に日頃の病病・病診連携

への支援に対する感謝の言葉を述べられた。

　次に、開放型病院運営協議会委員長で熊本市

医師会福島敬祐会長より挨拶があり、りんどう

ネットワークにて遠隔地での連携も可能とな

り、病病連携、病診連携の重要性がさらに高ま

り、熊本医療センターとの連携システムを有意

義に活用して頂きたいと述べられた。365日24

時間断らない救急医療を行い、1年で280回をこ

える研修会も開催しており地域医療の為に多

大な貢献を行っている。登録医も1,852名（医科

1,457名、歯科395名）で連携が進んでいると述

べられた。

「国立病院機構熊本医療センター開放型連絡会」

病診連携の充実と医療安全対策への取り組みを

1年で280回をこえる研修会を開催

　続いて、連絡会に移り熊本市医師会田中英一

理事と国立病院機構熊本医療センター大塚忠弘

副病院長の司会で国立病院機構熊本医療セン

ター医師２名より症例呈示が行われた。まず、

形成外科部長の大島秀男先生より「リンパ浮腫

外来開設について」の演題で発表が行われた。

リンパ浮腫とはリンパ節やリンパ管系が何らか

の原因によって障害されたために、毛細血管か

ら漏出した組織間液が過剰に貯留した状態で、

がん治療後に起りやすい続発性リンパ浮腫が全

体の90％である。今まで各診療科ごとの縦割り

治療だったが、リンパ浮腫ケアチーム、リンパ

浮腫外来を立ち上げたため横断的治療が可能と

なったのでリンパ浮腫治療の病診連携を進めて

いきたいと述べられた。

　次に、小児科部長の水上智之先生より「子ど

もの総合医をめざして」の演題で発表があった。

アレルギー診療で小児科HPにわかりやすい説明

を掲載したので活用してほしいと述べられた。
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食物経口負荷試験を行っており、週2日を週3日

に拡充したこと、また、発熱外来では最近、中

高生、小学生高学年で心因性発熱も増加してい

ることを報告された。

　地域医療連携室からのお知らせとして、地域

医療連携室長の渡邉健次郎先生より、登録医数

も増加しており、りんどうネットワークで細か

い患者さんの情報の共有も可能となっており、

積極的な活用をお願いされた。現在、月平均

1,650名紹介を頂いて、年間13,889名入院、在宅

復帰率84.3％で今後も地域の医院の協力をお願

いされた。

　続いて、地域医療連携副室長の菊川浩明先生

より紹介予約センターの紹介があった。現在ま

で1,158施設が利用されており、紹介状持参の

患者さんは優先診療を行っており、スムーズに

診察を受けられるようになっていると述べられ

た。ホームページより予約申込書もダウンロー

ドできるので尚一層の活用をお願いされた。

　最後に、熊本市歯科医師会宮本格尚会長の代

理で有働秀一理事から挨拶があり、口腔内に多

くの細菌が常在し、誤嚥性肺炎等や様々な疾患

との関連性も分かってきており、口腔内の管理

の重要性を述べられた。高齢化社会に向けて歯

科も患者さんが末永くお口から食事ができるよ

うにしていきたいと述べられた。市歯科医師会

としても今後も連携を通し、お世話になります

との挨拶があった。

　厚生労働省医政局総務課医療安全推進室長の

名越究先生より「我が国の医療安全施策の動

向」と題して以下の４項目についての特別講演

が行われた。

　１．医療事故等の現状：医療事故に関わる係

争は平成15年をピークに減少傾向にある。

チェックリストガイドライン、チームワー

クコミュニケーション、インシデント、ア

クシデントリポートの活用が盛んになった

ことが要因としてあげられる。

　２．医療安全に関わるこれまでの動き：平成

14年に増加する医療事故を背景に医療安全

対策検討会議により、医療安全管理体制の

整備、医療安全管理者の配置の義務付けや

医療事故調査制度を開始した。

　３．医療安全管理体制について：医療法の改

正により、医療安全管理委員会の設置や職

員研修を講じることが定められた。

　４．医療安全に係わる取り組み：公益財団法

人日本医療機能評価機構医療事故防止事業

部が対象の報告義務医療施設より医療事

故、ヒヤリハット事例を集めて、年報や報

告書、医療安全情報、データベースの作成

を行っている。

　また、医療安全支援センターでは患者の苦情、

相談に応じ、医療安全の確保に関する情報提供

も行っている。

　今後も医療安全対策および患者・家族との充

分な対話も行っていただきたいと述べられた。

　歯科医療でもこのようなデータベース等を参

考にすることで臨床での事故防止に繋がるもの

と感じた。

（医療管理　森野　茂）
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　２月17日（土）15時より熊本県歯科医師会３階
会議室にて熊本市歯科医師会第３回学術講演会
が開催されました。講師は徳島大学大学院、医
歯薬学研究部、口腔機能管理学分野教授の松山
美和先生で、「歯科医療のパラダイムシフト・
在宅歯科医療による“食べる機能”の維持・改
善」という演題でご講演をいただきました。高
齢社会の今、義歯治療をはじめとする在宅歯科、
高齢者歯科医療の需要はますます増加すると思
われ、私たち一般開業医にとって多くの治療オ
プションを身につける良い機会になりました。
　講演は５つのコンテンツから構成されていま
した。

１、超高齢社会の現状
　我が国の高齢化率（65歳以上の割合）は27.3％、
特に75歳以上の割合は13.3％にまで達しており

（平成29年高齢社会白書）、地方の方が高齢化率
は高くなっております。因みに熊本県の高齢
化率は28.8％で全国平均を上回っています。ま
た全国の要支援・要介護高齢者数は591.8万人

（2014年末）、認知症高齢者人口は462万人（2012
年）であり、2025年には20.6％（730万人）にまで
なると推計されているそうです。健康寿命と平

超高齢化社会で歯科に求められる役割は？

平成 29年度　熊本市歯科医師会第３回学術講演会

均寿命の推移では、その差が男性で9.1年、女
性で12.4年となっており、約10年は何らかの要
支援が必要な状態ということです。一方、8020
達成者の割合は50.2％になり今後も上昇が続く
と考えられていますので、今後の歯科医療は、
現在指数の多い要介護高齢者や障碍者を対象と
した在宅歯科医療と口腔健康管理の機会が増え
ると推測されます。
　アンケートもいくつか紹介され、何でも噛ん
で食べることができると回答した者の割合で
は、40 ～ 50歳代では有意に増加しているが、
60歳以上では変化が見られないそうで、これは
歯が残っているが、何でも食べられるかという
と平成21年以降あまり変化してないということ
です（平成27年国民栄養調査結果より）。また、

「子供には世話にはならない」と言いながらも、
「介護を受けたい場所」と「最後を迎えたい場
所」では「自宅」と答えた人が最も多いそうで
す。よって地域包括ケアシステムでは従来の病
院完結型から地域完結型へ変化していく必要が
あり、歯科は口腔健康管理（口腔清掃と機能改
善）で貢献できるのでは、との展望を示されま
した。咬合は、嚥下機能の維持・改善にも重要

在宅歯科、高齢者歯科医療の需要はますます増加



― 14 ― ― 15 ―

２、高齢者医療・歯科医療のトピック
　キーワードとしてサルコペニア、フレイル、
オーラル・フレイル、認知症を挙げられ、サル
コペニアとは筋肉量の低下と筋肉機能（筋力ま
たは身体能力）の低下が合わせて存在すること
を意味します。サルコペニアの原因としては加
齢や廃用、内分泌の問題、神経変性疾患、栄養
不良などが挙げられ、栄養不良の陰にあるのは
口腔機能低下によるものが多いのではないかと
指摘されていました。サルコペニアが身体機能
の低下を意味しているのに対し、フレイル（虚弱）
は身体的だけでなく精神的にも社会的にも弱っ
ている状態で、高齢者の筋力や活動が低下して
おり、健康障害に陥りやすい状態のことです。
これはしかるべき介入で介護が必要な状態にな
らず、健康な状態に戻すことが可能だそうです

（可逆性を包含）。フレイルの診断基準としては
　・１年間で４～５㎏の体重減少
　・疲れやすくなった
　・筋力（握力）の低下
　・歩行スピードの低下
　・身体の活動性の低下
このうち３つ以上該当したらフレイル、１or
２つ該当でプレ・フレイルであるとされます。
フレイルの中でもささいな口の衰えをオーラル
フレイル（歯・口の機能の虚弱）といい、活舌の
衰え（ディアドコキネシスで評価）、食べこぼし、
わずかなむせ、噛めない食品が増える、などか
ら判断します。フレイルティーサイクルの中に
は食欲低下・栄養摂取量の低下⇒低栄養の流れ
がありますが、これも口腔機能低下によるもの
が多い可能性があり、フレイルに対して医科だ
けでなく、歯科による改善によりこのサイクル
を食い止めたい、とおっしゃっていました。
　最後のキーワードとして挙げられたのが認知
症です。2012年の朝田らのデータでは、全国に
認知症患者は462万人、軽度認知障害（MCI）の
患者が400万人ぐらいいるといわれています。
松山先生のいらっしゃる徳島県では人口約75万
人に対して、認知症患者は約3.2万人になると

推計されており、熊本市の人口も約78万人とい
うことで、３万人前後の認知症患者がいると思
われます。認知症施策推進総合戦略（新オレン
ジプラン）の２番目に「認知症の様態に応じた
適時・適切な医療・介護などの提供」とあり、
今後認知症患者の医療・介護を行う機会が増え
ていくと思われますが、歯科外来受診に困難を
きたした中等度以上の認知症患者に対する歯科
口腔保健の取り組みは十分とはいえない状況だ
ということでした。また、認知症の介護領域に
おける口腔ケアの問題点として、義歯の問題が
上位に来ることも指摘されており、入れ歯が落
ちたり、痛がったりするケースが多く、しっか
りした歯科診療が必要であると強調されまし

た。
３、嚥下機能低下と緊急時の対応
　健康長寿の３つの柱として、栄養、身体機能、
社会参加があり、より早期からのサルコペニア
予防、フレイル予防が必要になります。低栄養
について管理栄養士など以下のスタッフと話を
するときに、共通言語というか一般的な低栄養
の指標を理解しておく必要があり、例えば体重
減少が１か月に５％以上または６か月で10％以
上や、BMI体重㎏÷（身長ｍ）2が18.5未満、血清
アルブミン値が3.5g/dl未満、下腿周囲長が31
㎝未満などは基本的知識として身につけておく
必要がありそうです。
　摂食嚥下障害が生じると脱水、低栄養、窒息、
誤嚥性肺炎などの影響があり、食べる楽しみが

嚥下体操を指導
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低下することで、QOLの低下も認められるそ
うです。誤嚥性肺炎については実際にVF動画
を見せていただき、正常と誤嚥の動態を詳しく
解説していただきました。摂食嚥下の５期モデ
ルの中では２番目の準備期（咀嚼期）が歯科で対
応できるところで、ここがスムーズに進むかど
うかでその後の嚥下が決まっていくとのことで
した。ご講演中に歯を合わせた状態と浮かせた
状態で嚥下に差が出るかという実験をしました
が、歯を浮かせているほうが嚥下するときに力
が必要でした。嚥下にとっては臼歯部の咬合支
持がとても大事で、下顎が安定しないと舌骨上
筋群が収縮しにくくなるとのことで、やはり入
れ歯はあった方が良く、噛まない食事でも入れ
歯を入れておく必要があることを、我々歯科側
が伝えていく必要があると強調されました。こ
の舌骨上筋群の筋力の測定は難しいですが、握
力と相関があるということで、握力で嚥下の能
力も推察できると教えていただきました。

４、在宅口腔健康管理の必要性と実際
　在宅医療では自宅での生活の継続や患者の
QOLを向上させる援助を行ったり、安らかに
臨終を迎えることができるように援助を行うこ
とを目的とします。在宅医療では多職種のス
タッフとのかかわり方が重要で、サービス担当
者会議などで歯科の専門的な知識を提供し、看
護士などと連携していく必要があります。
　口腔健康管理（専門的口腔ケア）には口腔衛生
管理と口腔機能管理があります。介護士が一人
の患者にかける口腔清掃時間は３分以内なの
で、口腔ケアのポイントとして松山先生が推奨
されるのが、吸引嘴管による吸引装置がある施
設では、お口を洗うジェルを使用する方法で、
日本歯科薬品のホームページに動画で紹介され
ていますので、参考にされてください。口腔機
能管理ではスクリーニング検査として反復唾

液嚥下テスト（RSST）や水飲みテストの方法や
VF（ビデオ嚥下造影検査）も動画を用いて解説し
ていただきました。また、嚥下体操や歯肉マッ
サージ法、のどのアイスマッサージ、メンデル
ソン手技、頭部挙上訓練、プッシング・プリン
グ訓練などの摂食嚥下訓練も教えていただきま
した。

５、在宅高齢者に必要とされる義歯治療
　義歯の新製は難しいので調整や修理などで対
応できることが多いとのことで、義歯改修のポ
イントとして、粘膜調整（ティッシュコンディ
ショニング）や床裏装（リライニング）で対応し、
咬合面は低位咬合の場合は咬耗したままでもよ
く、咬合高径はあまり高くしない、舌と口蓋の
接触を確認する、陶歯は避けるなどのご指導を
いただきました。また、義歯による臼歯部の咬
合支持は、咀嚼だけでなく嚥下機能の維持・改
善にも重要であると何度も強調されていまし
た。

　今回のご講演は超高齢社会において我々開業
医が実際に直面している問題であり、ご講演内
容も多岐にわたり、聴講された先生方にも明日
からの診療に役立つ内容でとても有意義な時間
でした。

（学術　山口 英司）

大塚理事より感謝状
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　３月31日（土）、４月１日（日）に 「子育てすく

すく☆こども博2018」 グランメッセ熊本で開催

されました。地震の影響で２年ぶりでした。開

場前から子連れ家族の長蛇の列が出来ていまし

た。

　当委員会では、日曜日の「歯の健康相談コー

ナー」を担当しました。

　計86名の相談を受けました。相談者は、近隣

（熊本市全域・益城・菊陽）の方々が多く１～５

歳のお子さんとその保護者が大半でした。

 少子化嘘みたい！
子育てすくすく☆こども博2018

　相談内容は「虫歯がないか診てほしい。」「歯

磨きを嫌がるがどうすればいいか。」「歯並びが

気になるけど矯正はいつごろから開始した方が

いいか。」「子供の歯が抜けて半年くらい経つけ

ど永久歯が出てこない、大丈夫か。」「前歯が着

色しやすいのはなぜか。」「指しゃぶりをなかな

かやめてくれない。何歳くらいまでにやめた方

がいいのか。」などでした。

　相談コーナーは壁で仕切ってあり個室状態で

じっくり相談を受けることができました。

会場となったグランメッセ熊本

（地域学校歯科保健　磯野 誠一）
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臼歯部の咬合崩壊と歯列不正の改善、
前歯部の動揺歯の保存を行った１症例

もりの歯科クリニック　森野　　茂　 

１．はじめに

　臼歯部咬合崩壊が放置され、残存臼歯の挺出

やそれに伴う歯列不正のケースに出会い苦慮す

ることがある。

　今回はそのようなケースに矯正医、技工士、

衛生士と連携を図り、インプラントおよび矯正

にて咬合再構成をした症例を提示させて頂きま

す。

「初診」

　患　者：68歳　女性

　初診日：2014年３月

　主　訴：金属の見えない入れ歯をしていたが、

かかっている歯が取れて食事がしに

くいのでどうにかしてほしい

　既往歴：軽度の高血圧（アムロジピン一錠/

day）、喫煙なし

「診査　検査所見」

　顔貌と上顎正中は一致しているが、臼歯部

バーティカルストップ喪失により、上下前歯動

揺、右上、右下臼歯の挺出が起こり、歯列不正

も生じている。歯周組織はほぼ４㎜以下である

が、BOPが60％と高く、欠損部角化歯肉が少

ない。顎関節や顎運動に問題はない。唾液検査

でカリエスリスクが少し高く，生活習慣とプ

ラークコントロールの改善が示唆された。（図

１、２、３）

「診断」

　臼歯部咬合崩壊によるバーティカルストップ

図２

図１

図３
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の喪失とそれに伴う歯列不正

「治療計画」（図４、５）

１．初期治療（TBI、SC、カリエス処置、不良

補綴物除去、抜歯、抜歯及びオープンバリア

メンブレンによるソケットプリザベーショ

ン、歯冠延長術、スプリントによる顎位の改

善）

２．再評価

３．矯正治療で歯が移動する位置を想定したポ

ジションにインプラント埋入（図６）

４． ２次手術時部分層弁（以後、APF）

５．インプラントアンカーにした矯正治療

６．保定及びプロビジョナルレストレーション

での評価

７．最終補綴、ナイトガード作成

８．メンテナンス

「治療経過」

　今回のケースでは、最初に衛生士の協力の下、

PCR、BOPの改善後、臼歯部のバーティカル

ストップを構築し、顎位の改善と安定を図り、

それをアンカーとして矯正治療を行った。

　左下１は初診時動揺度が大きく、抜歯も考慮

したが、正中の基準とするために残して矯正治

療を行った。咬合の安定とボーンハウジング内

に移動させることで動揺が落ち着いたため最終

的には保存できた。右下３はフェルールが不足

していたため歯冠延長術を行った。

　臼歯部インプラント周囲には周囲骨の安定１）

図４

図５

図６

図７
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やプラークコントロールの為の角化歯肉の温存２）

を目的として、抜歯部位の左下６、左上３には

ソケットプリザベーション（図７、８、９）、非

抜歯部位の右下臼歯部には２次手術時に舌側の

角化歯肉を移動させるAPF（図10）を行った。

　矯正終了後、保定およびプロビジョナルレス

トレーションにて顎位、機能、清掃性を確認し

て最終補綴に移行した（図12、13）。

図８ 図11

図12

図13

図９

図10
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　インプラント部位は技工士と協力してカスタ

ムアバットメントを応用し、セメントの取り残

し等を無くすためにセメントなしの術者可撤式

の補綴を行った（図11）。術後１年経過まで問題

なかったが、右下臼歯部インプラント周囲のプ

ラークの付着が目立ち、周囲粘膜炎を起こした

ため消炎後、遊離歯肉移植術を追加で行った（図

14）。その後は担当衛生士の管理のおかげでプ

ラークの付着もなく、順調に経過している。

「考察」

　治療直後は上手くいったと思っても、時間の

経過とともに炎症や２次カリエス、補綴物の破

損等が生じた経験がある。過酷な環境の口腔内

で健康を維持していくためには、咬合の安定と

患者さんの状態、ライフステージに応じた治療、

また、日々のプラークコントロールとメンテナ

ンスでの様々な因子を管理していく事が必要で

あると考える。また、インプラント周囲の角化

歯肉は予後と関係しない３）といわれているが、

患者さんの初診時の状態やプラークコントロー

ルの状況に応じて当院では必要と感じた症例で

は患者さんの承諾を得て角化歯肉の温存を行っ

ている４）５）。

　今後も永続性のある治療を目指して研鑽を積

んでいきたいと思う。
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　平成28年３月26日（土）、高雄市歯科医師会の

熊本市歯科医師会への表敬訪問を受けて（中岳

173号既報）、今度は熊本市歯科医師会役員の高

雄市への表敬訪問を、このたび１月６日（土）

～８（月）にかけて行いました。直ちに行く予定

でしたが、その後熊本地震があり計画が中断し

ていましたので、念願の訪問が果たせました。

　参加者は役員の大半と関連委員、総勢13名で

高雄市に向かいました。高雄市ではアンバサ

ダーホテルで熱烈な歓迎を受け、高雄市歯科医

２年越しの念願の訪問
台湾高雄市歯科医師会表敬訪問

大歓迎を受ける

師会の理事長（会長）をはじめ大勢の役員に迎え

られ更に高雄市の女性副市長までもプライベー

トで参加して頂き、交流の輪が広がりました。

　互いの会長の挨拶の後、参加者紹介が行わ

れ、互いに記念品贈呈を行い、その後はジェス

チャーと片言の英語で何とか意思の疎通が図ら

れ「カンペー」と「ハウツー（美味しい）」だ

けで場が盛り上りました。

記念品を互いに交換

気さくな女性副市長
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「閑話休題」

　中国の酒の飲み交わし方は、日本のように注

がれる方が手を添えるのではなく、年少者が年

長者の置かれているコップの中に都度注ぐだけ

で、その時年長者は手を添えたりしません。年

少者は自分で酒を手酌します。この日は参加し

た高雄市の先生方は、日本式の酒の飲みかわし

方が分かっていて、日本式で行いますとおっ

しゃってました。

　翌日は、謝尚人先生のAbc（Always best choice）

クリニックを見学に行きました。一言でいえば

小さな大学病院みたいな所で、総スタッフ約

100名、365日診療とのことでした。

　設備もさることながら、それにもましてス

Abc クリニックの会議室にて
タッフに対する福利厚生設備が素晴らしく、ス

ポーツジムや昼寝場所、カラオケルームやバー

まで備えていて別次元の感がしました。

　今回は他国の歯科事情の一つのモデルケース

をみることができましたが、すでに日本では少

子高齢化、歯科医師過剰、保険改革が待ったな

しで進行中なので今後の対策の一つのヒントに

なったのではないかと思います。

　今回、短い間でしたが、自費で高雄市の歯科

医師会と交流し、かつ見聞を深められたのは大い

に意義があったと思います。この交流が今後の

執行部でも永遠に続くことを祈って、かつ高雄

市歯科医師会に感謝して台湾を後にしました。

（理事　温　永智） 

素晴らしい歯科医院でした

消毒フロアー

福利厚生フロアー
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カワウソ
河上　　正　  

　長崎県対馬でカワウソが発見された。昔、テ

レビの画像で、高知県で発見されたカワウソの

姿を見たのが最後で本当に久し振りに、あのか

わいい動物の動画を見られて、本当に幸せだっ

た。私は動物の名前で、次の３つが大好きであ

る。①ミミズク ②キリン ③カワウソ何とも耳障

わりの良い言葉である。それらは人柄いや、動

物柄の良さが字にあらわれている。

　ミミズクは、森の神様で、森の博士で、幸福

のシンボルで、顔立ちが素晴らしい。尖った耳

と鋭い眼で木の枝に止まり、ジっと私達人間を

いとおしそうに見て呉れている。ズッくりと枝

に止まり、耳をそばだてている彼らは、ミミズ

クと呼ぶに最もふさわしい鳥である。世間には、

ミミズクの居る喫茶店があると言う。一生に一

度是非おとずれてみたいものである。フクロウ

喫茶「ミミズク」、スナック「ミミズク」、キャ

バクラ「ミミズク」ソープランド「ミミズク」

クラブ「ミミズク」スーパー「ミミズク」「ミ

ミズクデパート」コインランドリー「ミミズク」

デリヘル「ミミズク」こんな看板を見たら、近

くに私が居るかもしれません。是非お声をかけ

て下さい。

　「キリン」首が長く、脚が長く、姿勢が良い。

猪首で短足の私には、憧れの的である。麒麟児

を辞書でひくと、才知の特にすぐれた若者とあ

る。せめて「麒麟爺い」になりたいものである。

もちろん、私は、数あるビールの中でも、キリ

ンビールが一番好きである。ちなみに二番目に

好きなのが、サントリープレミアムモルツである。

　「カワウソ」 これは、もうピカ一である。本

名の頭に 「河」 の字のつく私にとって、誠に

親しみ深い、胴長短足、丸顔で、夜行性、身体

も、習性も、まったく、私にそっくりである。

カミさんに、いつも嘘
ウソ

をついて、小遣いをせし

めている私は、名前を「河嘘」と変名したいく

らいである。「河嘘　正」実に良い。語呂とヒ

ビキもベストである。よし、次回の国会議員選

挙には、是非立候補しよう。「国会議員候補『河

嘘　正』でございます。有権者の皆様、何とぞ

よろしくお願い申し上げます。私は絶対、不倫

をしたり、『このハゲー』と言ったり、嘘をつ

いたりいたしません」「河嘘　正」に何卒、清

き一票をお願い申し上げます。

　言ってるそばから、自分の嘘に気付いた。

　カワウソ君、頑張って長生きしようネ。

※原文ママ　　
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新人です！よろしくお願いします
新　入　会　員　紹　介

氏　　名　山
やま

田
だ

清
きよ

彦
ひこ

診療所名　やまだ歯科・こども歯科クリニック
 （診療所）  〒861-4137
　　　　　熊本市南区野口3-19-8
　　　　　電 話／ 096-288-1288
　　　　　FAX／ 096-288-1291

生年月日　昭和56年12月２日
趣　　味　読書、ドライブ
好きな言葉　ありがとう

ゴルフ川柳リターン ２
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デンタルゴルフコンペ

ス ポ ー ツ の 広 場

あつまるデンタルゴルフ会

１月21日（日） ９名
OUT IN GRO HD NET

優勝 山室　紀雄 48 44 92 26 66
２位 元島　博信 42 44 86 16 70
３位 青木　道育 49 49 98 26 72
４位 三隅　晴具 44 43 87 14 73
５位 奈良　健一 47 46 93 19 74
B.B. 寺島　美史 57 68 125 37 88

２月25日（日） 11名
OUT IN GRO HD NET

優勝 青木　道育 48 48 96 26 70
２位 三隅　晴具 45 42 87 14 73
３位 奈良　健一 48 48 96 19 77
４位 合澤　康生 52 47 99 19 80
５位 山室　紀雄 49 53 102 20 82
B.B. 大森　秀則 58 59 117 28 89

３月11日（日） 13名
OUT IN GRO HD NET

優勝 三隅　晴具 41 44 85 14 71
２位 河野　敬明 52 50 102 27 75
３位 安田　光則 46 51 97 20 77
４位 青木　道育 52 51 103 24 79
５位 合澤　康生 52 46 98 19 79
B.B. 中島　　健 48 57 105 21 84

３月25日（日） ８名
OUT IN GRO HD NET

優勝 三笘　　司 42 46 88 15.0 73.0
優勝 小柳　一哉 52 45 97 24.0 73.0
3 川嵜　俊明 44 47 91 17.1 73.9
4 神戸　　威 51 50 101 23.9 77.1
5 稲葉　逸郎 44 44 88 10.0 78.0
6 渡辺　　洋 54 48 102 22.5 79.5
7 本田　　亘 55 59 114 34.4 79.6
8 大嶋　健一 46 54 100 15.5 84.5
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熊本城マラソン2018

　今年も熊本市歯科医師会からは熊本城マラ
ソン協力機関としてメディカルランナー４名
が参加しました。このメディカルランナーの
役割、大会本部からの要請は「メディカルラ
ンナーは、医療関係スタッフが救護ビブス（赤
色）を着用し、ランナーとコースを走行しなが
ら周囲を観察し、参加ランナーの健康上、重
大な事象に遭遇した場合は、一次救命処置など
応急処置を実施して救急隊などに引き継ぐ役割
を担います。このメディカルランナーは、救護
所、AED隊以外にも医療機関のスタッフがラ
ンナーと一緒に走行することにより更なる救護
体制の充実を図ることを目的として募集しま
す。そのため、一般のランナーとは異なり、救
護スタッフとしての意識をもった活動をお願い
します。」というものです。
　みなさん自覚を持って参加した熊本城マラソ
ン。その感想です。

・清村　正弥
　この数年、熊本城マラソンの一日は、特別な

開始前に歯科医師会館に集まったAED隊

時間です。早朝、MEDICALと背中に白く抜か
れた赤ジャンバーを羽織り、自転車にまたがり
自宅を出た瞬間から、今日はどんな一日になる
のだろう、背中のAEDを使うことにならない
でくれ、などの思いがよぎります。15分後、歯
科医師会館に到着し準備が整うと、体操をして
集合写真を撮り、いよいよ本番です。私は、持
ち場である下通・新市街の角マック前に向かい
ます。本番（ファンラン部門）になると、外角の
頂点に位置取り、右目で下通を、左目で新市街
のランナーの様子を把握します。スタートから
30分もするとほとんどのランナーは通り過ぎま
す。あー、今年も無事だったなあ…と一安心し
つつ、これから移動して手伝うフルマラソンの
コース内を想像し、気持ちを新たに引き締めて、
夕方まで、みなさん無事で完走してくださいね、
と祈るのです。結構目立つ、赤いジャンバーを
着ているだけで、市民の視線と責任を感じます
が、これはこれでなかなか得難い気分になりま
す。自転車にさえ乗れれば、誰でもこのボラン
ティアができます。来年は一緒に風を切りませ
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んか？

・藤波　好文
　今回は年齢の事もあり、見送ろうかなと思っ
ていましたが、渡辺隊長の誘いを受け頑張って
みようと思い参加いたしました。１つは決起と
終了後の懇親会の楽しみがあるからです。迷惑
をおかけしないようにと西大橋辺りまでと出発
しまたが、いざとなるとお尻は痛かったけど折
り返しまで行け、役目を無事終了することが出
来、快い１日でした。

・鈴木　憲久
　７年目となる熊本城マラソン2018。
　老若男女の14,000人あまりのランナーが、早
春の熊本で健脚を競いました。
　震災の傷もまだ癒えず、４キロマラソン最後
の難所の御幸坂も閉鎖のままの状況ではありま
すが、もう熊本の冬の風物詩と言っても過言で
はない熊本城マラソン、そのランナーの命を守
る「紅い騎士団」ことモバイルAEDチームも、
歯科医師会に加え衛生士会からの参加を頂き、
７年連続７回目の参加となりました。
　７年間で最高とも思われる快晴の下、今年は
低体温症の事例等も少なく、無論AEDの使用
もない、平穏無事にレースを終わらせることが
出来ました。
　我々は活躍しないことが最大の勲章であるわ
けですが、いつどこで起こるやも知れない事態
には、必ず備えが必要です。
　「何があろうとランナーの命は守る」
　それをモットーに、来る第８回、そしてその
先も我等歯科医師会の紅い騎士団は走り続けま
す。
　さて、来年は皆様も御一緒にいかがですか？

・田中　弥興
　熊本城マラソン支援AEDモバイル隊に参加
して、早７年？、今回は今までにない晴天に恵
まれ我々モバイル隊にとっては絶好の日和でし
た。問題も少なく、例年の如く足がつる人は見

受けられましたが、普賢岳から金峰山、阿蘇ま
で澄み切った空気の中、絶景を堪能する余裕が
ありました。かえってランナーは、暑く走れに
くかったのではないでしょうか?!
　来年もこういう晴天を願いながら、終わって
からみんなでおいしいビールを飲むぞ～。
　来年もよろしくお願いします。

・小野　秀樹
　タイム４時間26分
　マラソン歴熊本城マラソンと同じ７年
　フルマラソン回数　今年８大会
　恒例となった２週連続のマラソン参加。疲れ
のせいか、年のせいか足は動かず。終始周辺を
気遣いながらの救護体制をとりつつ走りまし
た。応援の方と話したり、きつそうなランナー
に声をかけたりと、初めて救護ランナーらしい
走り方をしました。何事もなく無事終われたこ
とが何よりです。

・温　　永智
　マラソン歴　３回
　タイム　５時間22分（ネットタイム）
　全体順位5,621位　60歳の部　685人中333位
　過去２回の経験から学び、過去２回は朝食無
しで走っていたので、今回はガス欠にならない
よう、しっかり朝から炭水化物を食べ、かつ足
がつった時に飲む薬を、つってから飲んでも効
かないということが分かったので、朝一番で服
用し、かつエナジードリンクも服用して臨みま
した。そのせいか今回はほとんど足がつらず助
かりました。ただ鎮痛剤の服用を忘れたため、
35キロ過ぎから股関節が痛み走れなくなり、こ
れを経験値にして、来年はちゃんと鎮痛剤も４
錠くらい服用して、５時間切りを目指したいと
思っています。
　今回気持ち良かったのは、最後に熊本城の坂
を上りきったところに一旦平地があり、そこは
皆歩いていたので、温存していた体力で一気に
100人くらい追い抜いたのが快感でした。
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・関　　勝宏
　年齢：42歳
　マラソン歴：２年
　タイム：記録３時間58分42秒
　ネットタイム３時間58分12秒
　感想：あいにく当院の前の平成大通りが熊本
城マラソンのコースになっており、昨年からス
タッフと共に参加するようになってしまいまし
た。それからマラソン依存症に罹ってしまい、
昨年が初参加だったのですが週に１回は休みの
日の朝に妻と走っています。今年は私、妻、副
院長、前副院長、衛生士１名、受付１名、衛生
士の旦那様、衛生士の弟とクリニック関係者７
名で参加し無事に皆完走できました。御声援、
誠に有難うございました。

・宮田　正孝
　タイム４時間40分　フルマラソン10回くら
い？
　今回も28㎞の新港線でふくらはぎとハムスト

リングに虫がはうような感覚が生じいつものよ
うに足が攣る寸前を味わいます。おまけに今回
は膝痛も発症。攣ってしまうと全く走れない
どころか動けなくなるので芍薬甘草湯を砂を噛
むように飲み込みロキソニンを服用しなんとか
ゴール出来ました。何度走っても慣れません

（笑）。

・町田宗一郎（48歳）
　マラソン歴７年
　タイム　３時間37分
　今期フル３回
　昨年と同様、延岡西日本マラソンより１週間、
疲れの取れない状態でメディカルランナーとし
て参加してきました。
　周りを見渡し、足の痙攣、嘔吐する方はい
らっしゃいましたが、命に関わるような大きな
トラブルはなく、無事ゴールしました。例年に
ない素晴らしい天候のもと、楽しんで走り、途
中イチゴ、トマト、タイピーエンを頂きました。
タイムは、自己ベストにはほど遠い結果でした
が、健康で長く仕事（目標80歳）を続けるために
トレーニングを継続していきたいと思います。

・古川　猛士
　やったぜ!! 今年も完走！
　タイム　５時間43分（ネット：５時間31分）
　年に１度のマラソン、４回目
　皆さんはあまり時間差のない前のほうからス
タートなので、下駄は履かなくても結構ですが、
わたしのような、「ギリギリ完走」組は、ネッ
トタイムこそが大切なんです。
　今年もなんとかゴールにたどり着きました
が、息子嫁の初マラソンに付き合ってランに励
んだおかげか、これまでのベストタイムでゴー
ルできました。あと三の丸の坂で終わりかけて
いた私を引っ張り上げてくれた金本先生にも感
謝。
　サポートランナーとしての感想。
　なぜか私の前後に２、３人のサポーターがお
りまして、その人たちはアルミの巻き巻きで

自己ベストでした

無事皆完走できました
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あったり、低体温なりかけの方に付き添って歩
いてたりと頑張っておられたのですが、わたし
にはちょうど当たらなかったようでした。ただ、
白藤のシャトレーゼの角あたりで足を引きずっ
ているおじさんがいたので、もうちょっと行っ
たらメディカルスポットがあるけん、そこまで
頑張って、スプレーしてもらいましょう。と声
掛けして、スポットで尋ねたら、今年からスプ
レーは用意してない、どこに行ってもない、と
答えられて、そんなとこで経費削減 ? ! と呆れ
たのでした。次年度の準備委員会の時には、サ
ロンパスにぜひとも協賛してもらい、スプレー
を潤沢に用意してもらえるとみんな助かりま
す。ま、ヘロヘロランナーの一時的な気休めに
すぎませんけども。

・渡辺　　洋
　フルマラソン参加しました。
　タイムは３時間54分でした。
　走るたびに遅くなりまして、初めてスロー
ペースを意識して走ったらほんとのスローペー
スになって琴平あたりで４時間のペースセッ
ターに迫られました。こらいかんとやっとこ走
りました。次回は４時間越えしそうです。
　川尻で盛ってあった塩が意外にグッドでし
た。

・金本　良久
　タイム　５時間43分（ネット５時間31分）
　今回は久々一般ランナーとしての参加で完走
メダルGET ！（うれしい）
　とはいっても18㎞地点くらいで毎度の足攣り
…25㎞地点くらいまで歩きで、目標としていた

「真の完走」ならず。
　奇跡的？に後半復活して走れたのでゴールの
感触はいい感じでした。
　長時間にもかかわらず遅い人達にもずっと応
援を続けてくれている沿道の方たちからは大き
な力をもらうことができ、本当感謝だな！と改
めて強く思いました。

金本先生に感謝
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会　務　報　告

理 事 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月25日
　　　　２月22日
　　　　３月19日

・会務、会計、庶務報告
・会務、会計、庶務報告
・会務、会計、庶務報告

厚 生 委 員 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　２月28日

　　　　３月23日

・代診制度について
・ビアパーティーについて
・ビアパーティー打ち合わせ

医 療 管 理 委 員 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月24日

　　　　２月15日

　　　　２月21日
　　　　２月24日

　　　　３月23日

・カレンダー作成
・講演会打ち合わせ
・放射線漏洩測定器の点検について
・講演会打ち合わせ
・カレンダー作成
・スタッフレベルアップセミナー打ち合わせ
・カレンダー作成校正
・国立病院機構熊本医療センター開放型連絡会
・カレンダー作成
・スタッフレベルアップセミナー打ち合わせ
・審議員会報告
・スタッフレベルアップセミナー打ち合わせ

広 報 委 員 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月９日
　　　　１月23日
　　　　１月30日
　　　　２月27日

　　　　３月26日

・中岳第180号レイアウト
・中岳第１稿校正
・中岳第２稿校正
・中岳反省
・ハッピー通信について
・出務決め
・中岳目次決め
・ハッピー通信について
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地域学校歯科保健委員会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月23日

　　　　２月16日

　　　　３月13日

・第３回熊本市学校保健会理事会報告
・学校歯科医変更
・歯の祭典2018について
・子育てすくすくこども博の出向委員決め
・学校歯科医について
・学校健診について
・シティＦＭ出務について
・歯の祭典の開催時間について
・学校歯科医の推薦
・シティＦＭについて
・歯の祭典について

社 保 委 員 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月31日

　　　　２月25日

　　　　３月２日
　　　　３月７日
　　　　３月12日

　　　　３月19日

・個別指導結果報告
・介護保険の歯科への利用についての勉強会
・平成30年度保険改定対策について
・個別指導結果報告
・介護保険の電子請求移行について
・居宅療養管理指導の算定要件について
・点数改定の施設基準について
・保険医協定の点数説明について
・歯科診療報酬改定について
・診療報酬改定についての検討
・施設基準の届出条件について
・訪問診療料の変更について
・新設の検査について
・点数改定についての考案

学 術 委 員 会
月　　日 協　　　　　議　　　　　題

　　　　１月９日

　　　　２月13日
　　　　２月17日
　　　　３月13日

・学術講演会について
・３日中岳スタディについて
・学術講演会
・第３回学術講演会
・今後の日程について
・学術講演会について



　寒い冬は終わりを告げ、ただ今、春真っ只中。とても過ごし易く、心地良い

季節ですね。このような暖かな感じは、現在の当委員会の理事の人柄を思い起

こさせます。

　人柄も季節に譬える事が出来るような感じがしますね。

（Ｎ．Ｈ）  

編 集 後 記
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